
  
1

「
学
泉
と
い
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
い
え
ば
学
泉
」
と
も
。
こ
の
限
定
的
な

表
現
は
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
。
愛
知
学
泉
大
学
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
名
門
で
あ
り
、
そ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
全
国
で
も
屈
指
の
存
在
な
の
だ
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
め
ざ
ま
し
さ
は
、
愛
知
学
泉
大
学
、
愛
知
学
泉
短
期
大
学
に
も
及
ぶ
。
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
が
多

く
あ
り
、
活
発
に
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
中
で
も
随
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

愛
知
学
泉
大
学
は
岡
崎
、
豊
田
の
二
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
は
岡
崎
に
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
豊
田
に
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
あ
る
。
こ
れ
が
共
に
全

国
的
に
傑
出
し
て
名
を
挙
げ
て
い
る
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
Ａ
、Ｂ
の
二
チ
ー
ム
を
擁
す
る
が
、Ａ
チ
ー
ム
は
全
日
本
大
学
選
手
権（
イ
ン
カ
レ
）

に
六
年
連
続
、
五
年
連
続
を
含
む
十
八
回
も
優
勝
。
連
続
出
場
回
数
の
記
録
も
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
か
ら

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
二
十
九
年
に
及
ぶ
記
録
を
持
つ
。
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
は
九
年
ぶ

り
に
準
優
勝
を
果
た
し
、今
目
指
す
は
優
勝
。「
イ
ン
カ
レ
優
勝
」
を
合
言
葉
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
さ
ら
に
強
め
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
に
社
会
人
基
礎
力
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こ
の
輝
か
し
い
成
績
を
生
み
出
し
た
歴
史
の
中
か
ら
は
、

一
九
八
三
～
二
〇
〇
一
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
、
世
界
選
手
権

代
表
、
ア
ジ
ア
大
会
代
表
に
延
べ
二
十
六
名
も
の
部
員
が
選

出
さ
れ
て
も
い
る
。

ま
た
、
豊
田
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
も
そ
れ
に
比

肩
す
る
存
在
ぶ
り
を
示
す
。
戦
績
は
、
東
海
リ
ー
グ
戦
大
会

優
勝
十
五
回
、
東
海
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
優
勝
十
六
回
、
西

日
本
大
会
優
勝
四
回
、
全
日
本
選
手
権
大
会
出
場
六
回
。
そ

し
て
イ
ン
カ
レ
は
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
ベ
ス
ト
４

入
り
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
か
ら
も
ま
た
、
全
国
的
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
界
を
担
う
人
材
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
卒
業
の
桜
井
良
太
は
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
世
界
選
手
権
に
出
場
、
平
成
二
十
二

年
現
在
も
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

  

2

愛
知
学
泉
大
学
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
監
督
に
は
、後
に
日
本
代
表
監
督
を
務
め
た
小
野
秀
二（
Ｊ
Ｂ
Ｌ
日
立
ヘ
ッ
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ド
コ
ー
チ
）
と
、
昨
年
ま
で
Ｗ
Ｊ
Ｂ
Ｌ
デ
ン
ソ
ー
ア
イ
リ
ス
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
た
木
村
功
が
か
つ
て
務
め
、
手

腕
を
ふ
る
っ
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
興
隆
に
大
切
な
の
は
次
世
代
の
日
本
代
表
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
も
あ
る

と
し
て
、
チ
ー
ム
づ
く
り
と
と
も
に
選
手
育
成
、
そ
し
て
そ
の
根
底
に
な
る
指
導
者
育
成
に
も
努
め
た
。

愛
知
学
泉
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
女
）
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
は
多
く
の
逸
材
が
輩
出
し
、
指
導
者
に
、
加

藤
雅
規
（
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ 

ウ
ィ
ン
グ
ス
監
督
）、
浜
口
炎
（
仙
台
89
Ｅ
Ｒ
Ｓ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）、
西

田
陽
子
（
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
）
ら
、
選
手
（
引
退
を
含
む
）
に
高
辻
周
孝
、
上
山
博
之
、

桜
井
良
太
、
眞
鍋
か
お
り
、
船
引
か
お
り
、
榊
原
紀
子
、
船
引
ま
ゆ
み
、
渡
邉
温
子
、
杉
山
り
え
、
小
林
阿
古
、
中

尾
綾
ら
の
名
が
主
な
リ
ス
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
界
で
は
知
る
人
ぞ
知
る
人
た
ち
だ
が
、
全
国

の
バ
ス
ケ
仲
間
に
は
愛
知
学
泉
大
学
時
代
に
師
事
を
受
け
た
メ
ン
バ
ー
も
多
く
い
て
、
そ
の
理
論
や
熱
血
ぶ
り
は
今

も
語
り
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

世
界
・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
あ
っ
て
は
、
豊
田
で
は
空
手
道
部
、
サ
ッ

カ
ー
部
も
屈
指
さ
れ
る
。

空
手
道
部
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
と
い
う
栄
誉
を
誇
る
。
平
成

十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
の
世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
、「
女
子
個
人
形
」

で
中
村
智
恵
子
選
手
が
優
勝
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
。
各
種
大

会
で
の
活
躍
も
特
筆
さ
れ
る
。全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
に
は「
男

子
団
体
組
手
」
で
平
成
四
（
一
九
九
二
）
～
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
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わ
た
っ
て
十
八
年
連
続
出
場
。
こ
の
記
録
は
東
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
で
も
同
様
で
、
成
績
は
ベ
ス
ト
８
ま

で
進
ん
で
い
る
。
長
期
の
連
続
出
場
は
全
日
本
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
で
も
。「
男
女
個
人
組
手
・
形
」
で
平
成

七
（
一
九
九
五
）
～
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
わ
た
っ
て
十
五
年
連
続
出
場
、「
形
」
で
準
優
勝
を
決
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
輝
き
の
戦
績
を
伝
統
に
、
今
も
東
海
制
覇
を
極
め
全
日
本
選
手
権
上
位
を
ね
ら
う
。

  

3

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
三
（
一
九
九
一
）、
四
（
一
九
九
二
）
年
に
全
日
本
学
生
サ
ッ
カ
ー
総
理
大
臣

杯
に
出
場
し
た
が
、
天
皇
杯
で
は
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年
の
愛
知
県
代
表
決
定
戦
で
決
勝
ま
で
進
出
し
た
も
の

の
全
国
大
会
は
未
達
。
現
在
の
活
動
目
標
を
イ
ン
カ
レ
出
場
、
天
皇
杯
出
場
に
お
い
て
精
進
を
重
ね
て
い
る
。

＊

全
国
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
い
く
つ
か
ス
ポ
ッ
ト
を
向
け
た
が
、
大
学
に
は
多
く
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル

が
あ
る
。
豊
田
に
は
運
動
系
で
十
二
、
文
化
系
で
学
祭
実
行
委
員
会
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
十
三
、
岡
崎
に
は
大
学
・

短
期
大
学
共
通
で
運
動
系
十
八
、
文
化
系
十
二
が
活
動
す
る
。

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
競
技
大
会
で
成
績
を
競
う
と
と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
。

ち
な
み
に
、
岡
崎
で
の
人
気
サ
ー
ク
ル
は
①
ア
ウ
ト
ド
ア
、
②
ボ
ー
リ
ン
グ
、
③
学
泉
祭
実
行
委
員
会
、
④
フ
ッ

ト
サ
ル
、
⑤
テ
ニ
ス
と
い
っ
た
ラ
ン
キ
ン
グ
。
ア
ウ
ト
ド
ア
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
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な
ど
色
々
な
活
動
を
し
て
、
部
員
も
百
名
を
超
え
る
と
い
う
。
人
気
の
程
が
知
れ
る
が
、
学
泉
祭
実
行
委
員
会
が
花

形
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
異
色
。

学
泉
祭
は
毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
大
学
祭
で
、
学
生
生
活
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
。
委
員
会
で
は
夏
祭
り
な
ど
も
含

め
て
企
画
・
運
営
す
る
。

年
一
度
の
催
事
に
向
け
て
、
毎
週
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
計
画
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。
そ
れ
に
パ
ワ
フ
ル
な
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
る
と
か
。
彼
ら
の
目
標
は
、「
学
生
の
笑
顔
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
互
い
に
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
や
、
励
ま
し
合
い
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
そ
れ
が
ま
た
周
り
の
学
生
た
ち
を
ひ
き
つ
け
る

魅
力
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
サ
ー
ク
ル
が
人
気
と
い

う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
興
味
が
引
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

祭
り
会
場
で
楽
し
む
学
生
た
ち
の
た
め
に
自
ら
進
ん
で
一
年
間
努
力
を
積

み
重
ね
る
。
そ
の
行
為
に
は
〝
自
利
〟
で
は
な
く
〝
他
利
〟
を
図
る
奉
仕
の

精
神
―
よ
り
よ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
希
求
が
あ
る
。

学
園
祭
の
う
ち
、
文
化
祭
は
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
正
課
の
学
校
行

事
の
う
ち
学
芸
的
行
事
と
さ
れ
る
も
の
の
一
種
。
体
育
祭
は
健
康
安
全
・
体

育
的
行
事
と
さ
れ
る
も
の
の
一
種
。
そ
し
て
、
大
学
祭
は
高
等
教
育
に
お
け

る
課
外
活
動
の
一
種
だ
と
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
課
外
活
動
に
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お
い
て
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
学
生
た
ち
の
社
会
人
基
礎
力
は
大
き
く
育
成
さ
れ
る
効
果
も
あ
る
よ
う
だ
。

  
4

ク
ラ
ブ
活
動
の
す
べ
て
は
社
会
人
基
礎
力
育
成
に
通
ず
る
…
こ
う
し
た
論
理
の
正
当
性
は
、
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）年
六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
年
度
恒
例
の
安
城
学
園
報
告
討
論
会
に
お
い
て
も
考
察
と
実
証
が
さ
れ
た
。

大
学
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
の
山
本
明
准
教
授
が
「
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
社
会
人
基
礎
力
」
の
テ
ー
マ

で
発
表
。
日
頃
の
練
習
・
精
進
の
体
験
か
ら
、
主
体
性
、
働
き
か
け
力
、
実
行

力
、
課
題
発
見
力
、
…
等
々
、
社
会
人
基
礎
力
と
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
の

関
わ
り
を
述
べ
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
社
会
人
基
礎
力
育
成
の
場
と
な
り
得
る
と
し
、

社
会
人
基
礎
力
は
チ
ー
ム
力
向
上
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
の
確
信
を
披ひ

瀝れ
き

し
た
。

そ
し
て
、
社
会
人
基
礎
力
育
成
を
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、

「
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、『
チ
ー
ム
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
活
動
』
が
意

識
的
に
行
わ
れ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
。
そ
の
中
で
個
人
が
経
験
値
と
し
て
獲
得

で
き
る
能
力
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
の
中
に
は
そ
の
視
点

が
芽
生
え
、
自
分
を
そ
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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す
な
わ
ち
『
自
分
を
知
る
』
―
自
分
の
〝
強
み
〟〝
弱
み
〟
を
判
断
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
の
振
り
返
り
が
意

義
あ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
た
。

山
本
は
ま
た
、
企
業
が
求
め
て
い
る
力
と
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
共
通
点
も
あ
げ
た
。

「
社
会
人
基
礎
力
が
企
業
で
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
能
力
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
（
集
団
・

組
織
と
し
て
）活
動
す
る
力
で
あ
り
、チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
力
が
最
も
必
要
と
さ
れ
る
」

こ
の
同
じ
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
―
ク
ラ
ブ
活
動
の
重
要
性
を
指
摘
し
た

の
だ
っ
た
。

ま
た
、
企
業
が
求
め
る
能
力
の
一
つ
に
〝
や
り
抜
く
力
〟
が
あ
る
。
自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
時
に
簡
単
に

や
め
れ
ば
物
事
は
達
成
で
き
な
い
。
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
時
に
も
頑
張
り
続
け
る
こ
と
で
達
成
で
き
る
。
企
業
は

そ
う
し
た
〝
や
り
抜
く
力
〟
を
求
め
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
時
に
も
頑
張
り
続
け
て
成
功
す
る
。
達
成
で
き
な
く
て
も
頑

張
っ
た
経
験
は
自
分
の
力
に
な
る
こ
と
を
経
験
で
き
る
。
そ
の
経
験
知
は
「
精
一
杯
努
力
す
れ
ば
必
ず
自
分
に
返
っ

て
く
る
」
と
い
う
思
い
を
醸
成
す
る
。

  

5

山
本
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
大
切
な
テ
ー
マ
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
成
長
す
る
た
め
に
「
自
分
の
能
力
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を
出
し
切
る
」
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
だ
、
と
す
る
。

さ
ら
に
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
選
手
が
力
を
出
し

切
る
こ
と
は
「
個
人
と
し
て
の
成
功
」
に
つ
な
が
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
学
生
自
ら
が
自
分
の
能
力
に
挑
戦
し
な
が
ら
自
己
を

高
め
る
こ
と
、
そ
の
真
摯
な
姿
勢
が
メ
ン
バ
ー
間
の
信
頼
関
係
を
生

み
出
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
協
調
を
つ
く
り
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
成

功
」
に
つ
な
が
る
。
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
意
義
の
多
く
は
結
果

を
出
す
た
め
の
過
程
に
あ
る
と
い
う
の
だ
。

こ
れ
は
、
社
会
人
基
礎
力
の
能
力
要
素
の
獲
得
を
通
し
た
〝
潜
在
能
力
の
開
発
〟
で
あ
り
、
そ
れ
は
建
学
の
精
神

に
基
づ
く
も
の
で
も
あ
る
。

愛
知
学
泉
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
最
も
代
表
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
…
。
そ
の
部
の
監
督
が
こ
う
し
た
理
論
と

実
践
例
を
学
園
報
告
討
論
会
で
発
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
人
基
礎
力
育
成
を
糸
口
と
し
て
、
学
生
・
生
徒
に

学
力
・
体
力
と
と
も
に
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
適
応
力
の
育
成
に
傾
注
し
よ
う
と
い
う
ム
ー
ド
は
学
園

内
に
一
層
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
大
学
で
は
従
来
か
ら
ク
ラ
ブ
奨
学
生
制
度
を
設
け
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
興
隆
を
図
っ
て
い
る
が
、

「
無
限
の
可
能
性
」プ
ロ
グ
ラ
ム
と
並
行
し
て
、新
た
な
基
準
の
も
と〝
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
〟制
度
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。

〝
2
0
1
1
学
泉
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
〟
と
銘
打
っ
て
、
来
春
開
設
の
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
（
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
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ト
学
科
）
の
学
生
を
対
象
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
空
手
道
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
硬
式
野
球
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
剣
道
の
各
ク
ラ
ブ
で
奨
学
制
度
を
定
め
、
従
来
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
と
い
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、ね
ら
う
の
は
、ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
の
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
を
促
進
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

Ⅰ　社会適応の人材育成
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